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【繰越明許費補正】

4 衛生費 2 清掃費 2 ごみ処理費(予算説明書7、62~63ページ)

事業名

新東工場建

設環境影響

評価費

※循環型社会形成推進交付金交付率V3

1 繰越事由

新型コロナウイルス感染症の影響により、環境影響評価委託の現況調査が年度内に完了しない見込

みであるため。

2 経緯

新東工場は、長崎県環境影響評価条例の対象事業に該当するため、同条例に定められた手続きに従

い、令和元年度から環境影響評価(環境アセスメント)を実施している。

環境影響の予測・評価のための現況調査について、当初は令和2年度中に完了する予定であったが、

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言に伴う移動制限等の影響により、令和 2年度の春季(4~5月)

に実施予定だった現況調査が実施できず、令和 3年度の春季(4~5月)に現況調査を行う必要があるた

め、その調査に要する予算の一部を繰り越すもの。

3 環境影響評価スケジュール

金額

予算現額

支出予定額

繰越明許額

ぐ

千円

73,583

国庫支出金

51,189

22β94

千円

24,527

県支出金

17,063

財源内訳

千円

フ,464

地方債

環境影響評価

設計・入札・契約

方法書の作成

公告・縦覧、説明会等

県環境影響評価審査会等

厘湿^
予測評価,準備書の作成

公告・縦覧、説明会等

県環境影響評価審査会等

評価書の作成

立§止・・1礎覧:

千円

その他

('

千円

一般財源

-1-

千円

49,056

令和元年度

34,126

14,930

*方法書一・環境影響評価を実施していくための手順を示したもの

*準備書・一調査、予測、評価を行い、これらの結果を取りまとめたもの

*評価書・一準備書に対する住民等の意見に配慮し、検討を加えたもの

令和2年度

^

(業務委託期間

変更
倒幽一ーー幽^

^

^

電喜匡■

約25年間)

春

令和3年度

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、

夏 秋 春
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・^、

冬



ページ
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1 概要

し尿処理施設については、「今後の人口減少に伴い、し尿等の量も減少していくことから、処理施

設の規模縮小を図りながら、将来的には公共下水道へ投入して処理することを基本として取り組みま

す。」(長崎市公共施設の用途別適正化方針から抜粋)としている。

その方針に基づき、平成30年度には、三重下水処理場においてし尿等の投入実験を行うなど検討を

進めてきたが、、今回さらに将来的なし尿等の処理方法の検討を行うにあたり、①下水処理場にし尿受

入施設を設置して下水道投入処理した場合と、②し尿処理施設陣独)での処理を継続(現クリーンセ

ンターの改築又は新剰した場合の費用対効果等を算出し、機能性、経済性等について比較検討する必

要があるため、業務委託により調査を行うもの。

なお、本調査の内容は、し尿受入施、設を設置して下水道投入処理を行おうとする場合の施設整備に()
係る国土交通省の下水道広域化推進総合事業(補助Hこも活用できるものである。

予算説明

4

衛生費

項

,M'、1義建設4覆◆宅W ゞゞ

2

清掃費

目

3

し尿処理費

番号

2 事業内容

m 業務内容

1-1

事

し尿受入下水処理可能

性調査費

業 名 予算額

「し尿受入下水処理可能性調査委託」

①下水処理場にし尿受入施設を設置して下水道投入処理した場合の費用対効

果の算出

②し尿処理施設陣独)での処理を継続{現クリーンセンターの改築又は新剣

した場合の費用対効果の算出

③.将来的に有効なし尿等の処理方法の検討

※調査内容については、国土交通省が策定している「下水道事業における費用

効果分析マニュアル」に準じる。

令和 3年2月~令和 3年8月(予定)②業務期間

③年度別事業費

R8

年度

千円

3,303

.

3

事業費

スケジュール(案)

令和2年度

可能性調査

,二虫゛玉尋工毛υ叩

瓢供・ー
瓢臨始y

3,303

R2

年度

設計・建設

1"調査熊篭瓢

R3

年度

令和3年度

フ,707

R4

年度

^■^轟1欝1,

R5

年度

(単位:千円)

合計

R6

年度

11,010

0

R7

年度

-2-

書



4 財源内訳

事 業 費

【参考】

(1)し尿受入施設のイメージ図

※し尿受入施設とは、し澄(混在する異物等)を除去し、希釈したし尿等を下水道へ投入するための施設

千円

3,.303

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

内源

地方債

千円

訳

その他

干円

下水

(2)国土交通省「下水道広域化推進総合事業」について

地方公共団体における汚水処理の広域化を促進するため、平成30年度に「下水道広域化推進総合事業」

が創設された。

・し尿受入施設の建設も該当。

・国庫補助率:施設整備費用の2分の1

一般財源

千円

3,303

下水処理施設(既存)

<浄化>

し澄は

焼却処理

浄化後

放流



(3)し尿処理施設及ぴ下水処理場の位

_停^、、

J'

^

#ー

(中部下水処理場は除く)

ク沙

処理(京紬釘)

尋,

冊

澄姦^
ム

亀

32.030.9

醍峰市喚キ崎
く¥の丘

S

'r

薫垂株'

批、

(4)し尿・浄化槽汚泥発生量の

2m

1即

187.6

160

6
172.2

165.9

120

1505

1373

'19.フ/今回想定する令和8

1'1;ι04・4 '

5. 823 '会、83・480.5

2. 68.5 '^、蛋ごξ
'. 57.6

平成23年検討時は、投入目標年度を平成28年度としてお

想定処理量は約10okV日であった。

60

15

40

520

し尿処理施設

下水処理場

3

ノ

0

1 16

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 RI

実績値

今回想定する令和 8年度では、想定処理量は約

50kV日で、前回検討時の半分以下と見込まれる

9

し尿

R2 R3 R4 R5

(年度)

にコ浄化槽汚泥

8
8
7

7

47S 45.4

R6 R7 R8 R9 RI0

予測値

ー'一前回予測値

4 9 40.438.1

5

1

加

R11 R12 R13 R14 R15 R16

5

3

面゛
.

伽
即

1

(
m
》
"
〕
咽
剖
猷

フ
ー



(5)し尿等の投入実験について

平成30年度において三重下水処理場で、し尿等の下水処理に係る技術的検証のため、以下のとおり

投入実験を実施した。

その実験では、し尿等を下水処理場に長時間連続して投入し、放流水質の測定及び水処理や汚泥処

理などの施設運転に与える影響について調査を行った。

ア投入期間: 1 回目平成 30年10月29日(月)10:00~30日(火)17:00

31時間連続投入(※流量調整しながら間欠投入)

2 回目平成 30年10月31日(フK)13:00~11月2日(金)12:00

47時間連続投入

イ投入場所:三重下水処理場

ウ投入条件:流入下水量に対し、し尿等投入率0.1%

工水質結果

放流水質は次表のとおりであり、COD等の水の汚れの指標において、いずれの項目も日常操業

のレベルと大きな変化は見られなかっナニ。
(

単位

投入前 68

投入後 67

排水 5.8~

基準値 86

オ実験結果

(ア)投入量が流入下水量の 0.1%程度であれぱ、放流水質への影響は小さいことから、し尿等の

下水道投入処理は十分可能であると考えられる。

(イ)投入処理にあたっては、下水処理場の運転制御の安定性や流動性の確保のため、撹押装置

付きの貯留槽や希釈設備が必要と考えられる。

PH

平成30年度投入実験結果(放流水質)

色度

図実験の様子

COD

m創'L

103

103

120

以下

BOD

mg/L

1.9

2.0

15

以下

SS

m菖/L

2

40

以下

T-N

m創'L

16.0

133

T-P

mg/L

1.4

1.5

叫
叫



【繰越明許費補正】

4 衛生費 2 清掃費 3 し尿処理費(予算説明書7、62~63ページ)

事業名

し尿受入

下水処理

可能性調

査費

金額

予算現額

1 繰越事由

し尿受入下水処理可能性調査委託が年度内に完了しない見込みであるため。

業務期間が令和2年度から令和3年度にわたるため、契約に伴い前金払を行う可能性があり、その相

,当額を令和2年度補正予算として計上しているが、事業者からの請求がない場合には・令和3年度に全

額を支払うこととなるため、繰越明許費の予算を計上するもの。

支出予定額

繰越明許額

千円

3β03

国庫支出金

3β03

千円

県支出金

財源内訳

千円

地方債

千円

その他

千円

一般財源

千円

3β03

3,303

(

(
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債務負担行為.補正

1 目的

し尿受入下水処理可能性調査委託期間が、令和2年度から令和3年度までとなることから、

令和3年度に係る経費について、債務負担行為の設定を行うもの。

し尿受入下水処理可能性調査委託

事

2 限度額の年度内訳

(

項

3 限度額の財源内訳

令和3年度

フ,707

期

゛

限

間

令和3年度

度 額

限度額

(

千円

フ,707

合計

フ,707

(単位:千円)

国庫支出金

千円

フ.,707

千円

県支出金

財 源

千円

地方債

内

千円

訳

その他

千円

,一般財源

千、円

フ,707

'

ーフー


